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明けましておめでとうございます！ 
皆様 お揃いで健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。旧年中は大変お世話になり有難うござい

ました。本年もよろしくお願い申しあげます。

さて、２００３年はどんな年になるのでしょうか？ 秋口から景気は回復に向かうと云われておりますが、

我々が実感できるほど良くなるとは思えません。住宅着工数の減少、木造率の低下、空き家率の上昇、産業廃棄

物の処理費用の上昇など、あまり良い材料は見当たりません。

昨年末、政府は平成１５年度予算を発表しましたが、この中で住宅局関係は ％増の１兆２９６億円となって

います。この中で伝統構法を生かした木造住宅の生産体制強化やシックハウス対策などの予算を組んであること

は有難い事です。特に木造住宅が持つ、①家族が互いに気づかう住まい方、②長寿命化に対する補修や増改築の

容易さ、③意匠の美しさ などの長所を現代の住宅に生かしていくことが良好なストック形成と固有の文化の継

承を図る上で必要不可欠であるとした事は明るい材料ではないでしょうか。他方、住宅金融公庫については融資

の段階的な縮小を行う予算となっています。戸数が 万戸から 万戸に、特別割増融資額も新築マイホームで

万円から 万円へともに縮小しています。こういった資金の観点から考えると、民間金融機関が住宅に性

能表示を求める事が増えると思われます。当社では新しい建築基準に基づいた構造計算ソフトを導入しましたの

で、ﾌﾟﾚカットした構造での安定性を確認できます。また、構造の安定に有効な面材のプレカットも行い、皆様

のお役に立ちたいと準備しております。お気軽にお問い合わせください。

環境の問題は、産業廃棄物処理の対応など産業に負荷となる一方、二酸化炭素の抑制の為に木材の重要性も認

められ、さらに人間の生活環境には木材が必要不可欠であるということが、大きな声となりつつあります。木材

界に多数のサポーターがでてきました。このサポーターの期待に応えるためにも、木材に携わる当社は「木のよ

さ」を詳しく調査し、「木のよさ」を生かした使い方を提案していきます。今年もよろしくお願い致します。

【情報】 新刊紹介

① コンクリート住宅は９年早死にする

船瀬 俊介 著

リヨン社 発行 円

② 鹿児島の木材産業

松田 健一 遠矢 良太郎 共著

春苑堂出版 発行 円

【定休日】 月は 日となります

月は 日となります

ご協力お願いします。 

（お問い合わせは、お客様サービス係の束野まで） 

 


